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研究成果の概要（和文）：本研究はインド農村部からの労働移動について土地所有と社会階層に焦点を当てて分
析を行った。土地所有に関しては、土地所有サイズと労働移動の非線形なU字の関係を明らかにした。社会階層
と労働移動の関係に関しては、階層の低い、かつ一般的に所得も低い指定カースト・部族に属する家計は、労働
移動を行うインセンティブが高いと考えがちであるが、社会階層と労働移動の関係性は複雑であり、単に所得が
低いゆえに労働移動に従事するという単純なものではないことを実証した。また同一社会階層内においても労働
移動選好が異なる点を指摘し、職業カースト(ジャート）の違いがその背景にある可能性を示した。

研究成果の概要（英文）：This study analyzed labor movement from rural India, focusing on land 
ownership and social class. As for land ownership, the study clarified the non-linear U-shaped 
relationship between land size and the probability of labor migration. With regard to the 
relationship between social class and labor migration, households belonging to low-class and 
generally low-income Scheduled castes and tribes are considered having a high incentive for labor 
migration. However, the study showed that the probability of their labor migration was lower than 
other classes in general, and pointed out the complex relationship between social class and labor 
migration. The analysis also discussed that labor mobility differs within the same social class,and 
showed that the difference may arise due to differences in occupational caste group so called 
jati". 

研究分野：南アジア地域研究

キーワード： 労働移動　社会階層　ジャート　カースト　看護師

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
社会階層の低い家計において労働移動へのインセンティブが高いという一般的な見方をインド農村部の家計調査
データの実証分析から否定し、社会階層と労働移動の関係は複雑な関係性を解き明かした点は新規性に富み学術
的な意義を持つ。また同一社会階層内においても労働移動選好が異なる点を職業カーストの違いに求めた点もユ
ニークであると言える。同様に、看護師の海外労働移動の分析から、社会階層と職業選択の関係は経済的要因に
よって変容する様を指摘した点も学術的意義を持つものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

途上国において、出稼ぎ労働は重要な所得獲得手段であり、農村から都市や海外への労働移動

は農村における日常事である。出稼ぎ労働者からの送金は送り出し世帯の日々の消費や子供の

教育などの資金源となり、就業機会の限られる貧しい農村において出稼ぎ労働者からの送金は

貧困から抜け出す数少ない手段の一つとなっている。労働移動が農村貧困世帯にとって貧困か

ら脱出する重要な戦略であると捉えられている一方、既存研究では労働移動の機会は農村世帯

に均等に与えられたものではなく、経済的、社会的弱者層である低位カーストにおいて出稼ぎ

労働者を出せる世帯と出せない世帯の存在が明らかになっている（Oda 2007）。 

インドの農村社会では、村内における経済的、社会的地位、居住する場所、そしてインフ

ラへのアクセスなど農村世帯を規定するカーストが大きく影響しており、カーストは労働移動

の選択にも影響を与えていると考えられる。Keshri and Bhagat（2012）や Tsujita and Oda (2014)

は上述の土地所有面積等世帯レベルの変数をコントロールしたあと、カーストの違いが世帯間

の労働移動の選択にどのような影響を及ぼすかを実証分析している。結果は意外にも社会的弱

者層である指定カーストの労働移動比率が他の社会階層と比較して相対的に高くないという結

論であった。経済的弱者層でもある指定カーストの貧困比率は高く、就業機会が限定的である

農村からの出稼ぎ労働が活発であるとの一般的な見方はこれらの実証研究からそのような傾向

は見いだせていない。 

原因として、上記分析では指定カーストを一つのユニフォームなグループとして扱ってお

り、その結果、指定カーストを構成する異なる社会集団（Jati: ジャート*）間の違いが相殺さ

れていることが考えられる（*ジャートとは内婚と伝統的職業によって形成される集団である）。

これを支持するものとして、Dasgupta and Laishley (1975)や押川（1985）はジャート間にお

ける労働移動比率の違いを指摘しているが、これらの研究は叙述的な観察もしくはアネクドー

ト的な分析に留まっており、何故そのようなジャート間の違いが生じているかにまで言及して

いない。 

 

２．研究の目的 

本研究はインドにおける労働移動の決定要因について、社会階層（カースト）とカーストを構

成する社会集団（Jati: ジャート）に注目して分析することを目的とする。就業機会の限られ

る途上国において、出稼ぎ労働（労働移動）は重要な所得獲得手段であり、貧困世帯にとって

貧困から抜け出す重要な戦略の一つである。またインドから海外への労働移動についても分析

範囲を広げ、所属する社会階層が労働移動の選択に与える影響を看護師の海外労働移動を通じ

て分析を行い、社会階層と労働移動の関係を重層的に分析することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

インド・ビハール州農村における村および家計レベルのデータ収集を基にする量的分析とイン

タビューによる in-depth 調査を基にする質的分析から社会階層と労働移動の関係を分析した。

家計レベルの特性と労働移動経験のデータを基に、労働移動比率の決定要因およびジャート間

の労働移動選好の違いを実証するとともに、in-depth なグループ調査を通じて実証分析からは

明らかにならない点を解読する。また看護師の海外労働移動に関しては、インド南部のタミル・

ナードゥ州の公立私立看護学校の卒業生をサンプルとして、量的分析および質的分析を行い、

経済発展に伴う職業への社会階層別意識の変化と労働移動の関係を分析した。実証分析手法と

しては、ロジットやプロビット分析を取り入れる。 

 

４．研究成果 

（１）労働移動と土地所有および社会階層の関係性の分析 

ビハール州北部に位置する East Champaran 県の 3農村における 1675 戸の家計調査をもとに土

地所有、社会階層と労働移動の関係性について実証分析を行った。サンプルの社会階層別およ

び宗教分類別の労働移動の現状は表１の通りである。全サンプルで労働移動者を持つ家計は

1675 戸中 768 軒で 45.9％であった。社会階層別では指定カースト・指定部族（SC/ST）は 283

戸中 100 軒の 35.3％と他と比べると低く、その他は 45％から 50％のレンジである。宗教分類



別では、ムスリムが 137 戸中 99 軒の 72.3％とヒンドゥーの 1538 戸中 669 軒(43.5%)と比較す

るとかなり高い労働移動の比率である。 

表１ 社会階層別に見る労働移動 

社会階層（カースト分類）
労働移動
家計

非労働移動
家計

計
労働移動
比率

ヒンドゥー一般 118 144 262 45.0%
その他後進階級（OBC） 183 207 390 46.9%
極端に後進階級（EBC) 367 373 740 49.6%
指定カースト・部族（SC/ST) 100 183 283 35.3%

計 768 907 1675 45.9%  

 

これらサンプルを用いて、労働移動選択を非説明変数、土地所有サイズおよびその二乗、

社会階層等を説明変数として用いたプ

ロビット分析を行った（表２）。土地所

有サイズの２乗項は土地所有と労働移

動決定の間の非線形な関係を捉えるた

めに取り入れた。推計の結果、土地所有

サイズは労働移動決定に負の統計的有

意な影響を及ぼす一方、二乗項はプラス

の有意な影響を及ぼすことが判明した。

これは土地無し家計や土地所有サイズ

が小さい家計ほど労働移動の確率が高

く、土地所有サイズが増加するにつれ、

その確率が低下すること、さらに家計が

所有する土地がある一定規模を超える

と、労働移動の確率が上昇に転じること

を意味している。つまり上記の土地と労

働移動に関する非線形の関係が存在す

ることを証明した。社会階層に関しては、

OBC がリファレンスカテゴリーであるヒ

ンドゥー一般階層に比べて労働移動す

る確率が高く、指定カースト・部族は低

いという結果となった。社会階層の低い、

かつ一般的に所得も低い指定カース

ト・部族は労働移動を行うインセンティ

ブが高いと考えがちであるが、社会階層

と労働移動の関係性は記述のように複雑であり、単に所得が低いゆえに労働移動に従事すると

いう単純なものではないことを推計は示している。 

 
（２）SC内ジャート（jati: 職業カースト）別労働移動の実態 
上の推計で指定カースト・部族の労働移動が他の社会階層と比べて低い実態を指摘し、社

会階層と労働移動の複雑な関係性を示した。ここではさらに深掘りし、指定カースト内の
ジャート（職業カースト別）の労働移動の実態を提示する。表３はサンプル村に存在する

指定カースト家計 283戸をジャート別で分類し、その労働移動比率を求めたものである。
ジャートはチャマール、ダンガール、ドビー、ドム、ドゥサド、ムサハールの５つに分類

される。表が示すようにジャート間の労働移動選好には大きな違いが生じており、全体で

見た場合、他の社会階層と比して労働移動比率が低い指定カーストであるが、牧畜カース

トのダンガールやクリーニング屋カーストのドビーなどは高い比率を示している。一方、
労働移動者がいる家計はムサハールでは 41戸中 1軒の 2.4％と極めて低い数字である。ム

説明変数
家計規模 0.1123 ***

(0.0128)
その他後進階級（OBC） 0.2148 *

(0.1268)
極端に後進な階級（EBC） -0.0161

(0.1048)
指定カースト・部族（SC/ST） -0.2804 **

(0.1205)
ムスリム 0.5361 ***

(0.1408)
土地所有（ha） -0.0683 ***

(0.0199)
土地所有（ha）の二乗 0.0002 *

(0.0001)
サンプル数 1675
Pseudo R-squared 0.0793
Log likelihood -1063.7
（注）***, ** , * は統計的有意1，5，10％を示す

推計値
表２ 労働移動の決定要因の推計



サハールの労働移動が
少ない理由としては、

もともとねずみ取りカ

ーストである彼らは現

在土地無しの農業労働

者カーストである。都

市での就業機会や低賃
金等を考えると地主に

従属して生活の糧を得

るほうが安定的である

と判断し、農村に残っ

ていると思われる。イ

ンタビューからの印象
ではあまり労働移動には興味がない、また情報を持ち得ていない印象であった。 
 
（３）インド人看護師の国際労働移動に関する実証分析 
インドはフィリピンと並び看護師の最大の輸出国である。先進国における高齢化や人材不

足により、世界的な看護師および介護士への需要の高まりがある一方、看護師等の送り出

し国では賃金等の労働環境が十分でなく先進国での高い賃金等の好条件に惹かれ海外で働
きたいという多くの看護師が存在する。インドでは看護師という職業に対する社会的偏見

が存在する。ヒンドゥー教の影響が根強いインドでは看護師は、“不浄”な職業であり、身

分の低い職業と見なされてきた。よって伝統的に看護師はクリスチャンの職業というイメ

ージが強い。このような伝統的な見方が経済の進展とともにいかに変化し、社会階層が職

業選択、労働移動にいかなる影響を与えているかを分析した。 
タミル・ナードゥ州チェンナイ市内の 2つの看護学校卒業生計 265名を抽出し、聞き
取り調査を行った（表４）。全サンプル女性である。一つは州立の看護学校（167 名）、も
う一校は私立の看護学校（98名）である。以下、学校タイプ別および宗教別のプロファイ
ルである。265名中労働移動中もしくは経験者（労働移動看護師）は、66名（24.9％）で
あった。内訳は、公立卒が 30名（18.0％）、私立卒が 36名（36.7％）となっている。 

  表４ 学校タイプ別看護師の労働移動 

School Type 公立 民間 合計

労働移動看護師 30 36 66

非労働移動看護師 137 62 199

合計 167 98 265

労働移動看護師比率 18.0% 36.7% 24.9%  
 
また宗教別で見た場合、ヒンドゥー教徒で労働移動看護師は 119名中 24名（20.2％）、
キリスト教は 135名中 38名（28.1％）、イスラム教徒 11名中 4名である（表５）。 

  表５ 宗教別看護師の労働移動 

Religion ヒンドゥー教 キリスト教 イスラム教 合計

労働移動看護師 24 38 4 66

非労働移動看護師 95 97 7 199

合計 119 135 11 265

労働移動看護師比率 20.2% 28.1% 36.4% 24.9%  
 
看護師の聞き取り調査結果を基に、労働移動の選択がどのような要因によって影響さ

れているかを実証分析した。説明変数には、学校タイプ、宗教、社会階層（カースト）、看
護師になった動機等を考慮し、推計手法にはプロビット推計を用いた。以下推計結果の一

Jati
（職業カースト）

労働移動
家計
非労働移動
家計

計
労働移動
比率

Chamar 4 29 33 12.1%
Dhangar 33 16 49 67.3%
Dhobi 6 7 13 46.2%
Dom 0 3 3 0.0%
Dusadh 56 88 144 38.9%
Mushar 1 40 41 2.4%
計 100 183 283 35.3%

表３ 職業カースト（jati）別労働移動



部を提示する（表６）。 
推計結果から、私立

の看護学校卒業生である

ほど海外労働移動の選好

が強いということが判っ

た。また宗教、社会階層

は影響を及ぼさないこと
も明らかとなった（それ

ぞれのリファレンスカテ

ゴリーと比較した統計的

有意な差異はない）。前者

の理由としては、私立学

校卒業生の大半が勤務す
る私立の病院の給与水準

が低いことが上げられる。

インドでは公立病院の看

護師の給与は 3万ルピー
以上であるが、私立病院

の看護師の給与は年間７
～8000 ルピー程度と低
く、この低い給与水準が

海外出稼ぎ労働の大きな

動機となっている。タミ

ル・ナードゥ州では 2016
年まで公立病院は公立の
看護学校卒業生しか採用しておらず、公立学校卒＝公立病院勤務＝高賃金、私立学校卒＝

私立病院勤務＝低賃金（⇒よって海外労働移動）という関係が成立していた。 
宗教、社会階層に関して宗教間、社会階層間での労働移動選好への差異が見られない

要因としては、もともと浄不浄の概念からヒンドゥー教徒また社会階層の高いクラスの人

たちから避けられ、看護師というとクリスチャンがなるものというイメージの職業であっ

たが、看護師が海外出稼ぎ労働で高い給与を稼ぎ、送り出し家計に多額の送金をすること
ができるという事実が広く知れ渡るようになり、経済的メリットに惹かれて、それまで敬

遠していた人たちも看護師という職業を受け入れるという状況になった。その結果、サン

プル結果が示すように多くのヒンドゥー教徒が看護師を目指すようになり、同様にイスラ

ム教徒もそうである。依然としてブラーマン等の社会階層最上部にいるグループでは看護

士を選択する家計はないと言われているが、看護師という職業はその高い経済力により広

く社会に受け入れられ、その結果宗教間、社会階層間での差異が見られなくなったと考え
られる。 
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卒業年 -0.021 *** -0.019 ***

0.004 0.004

学校のタイプ

 (リファレンスカテゴリー: 公立)

0.077 0.075

宗教 (リファレンス: ヒンドゥー教)

   Christian 0.029

0.055

社会階層 (リファレンス: ヒンドゥー一般)

 その他後進階級 -0.121

0.11

 SC（指定カースト） 0.097

0.09

サンプル数 265 265

Pseudo R2 0.1776 0.1771

注 (1)イタリックは標準誤差.

(2) ***, ** , * は統計的有意1，5，10％を示す

表６　看護師の国際労働移動決定要因の推計結果

説明変数 限界効果１ 限界効果2

0.364 *** 0.353 ***
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